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♦ 分野長あいさつ  

学内外への研究支援と社会実装による岐阜大学プレゼンス向上へ 
 

ゲノム研究分野長 下澤伸行 

 

 学内外の研究者の皆様には日頃よりゲノム研究分野の研究基盤、受託解析をご利用していただきありがとう

ございます。少しでも皆様の研究の発展に繋がることを願っています。 

 令和３年１月より科学研究基盤センターは糖鎖生命コア研究所糖鎖分子科学研究センターに再編され、引き

続き、中長期視野で学内外の研究支援を通じて岐阜大学の発展、社会貢献に寄与して参りたいと存じます。 

 その戦略（図１）と長年にわたる実績の推移（図２）を掲載するとともに、コロナ禍の影響で大学の教育研究

活動も厳しい中、2020〜2021年にかけての取り組みを以下に紹介します。 

・令和2年度概算要求（基盤的設備等整備）にてDNAアナライザーを新規導入 

・新たに開始したマイクロアレイ受託解析、ゲノム編集によるモデルマウス作成受託による学内研究支援 

・岐阜県中央家畜保健衛生所、岐阜県食品科学研究所、名古屋みなと水族館等との受託解析契約の締結 

・岐阜大学病院事業として保険診療による希少疾患難病診断検査を全国医療機関に提供 

・ゲノム研究棟内難病検査室に病院長裁量経費にてガスクロマトグラフィー質量分析装置を新規導入 

・岐阜大学高等研究院遺伝子検査室を新設、衛生検査所に登録し全国に遺伝子検査を提供（文末参照資料） 

・2021年4月より岐阜県内新生児スクリーニング追加検査を開始、岐阜愛知両県陽性者の精密診断を受託 

・令和３年度科学研究費基盤研究(B)(一般)学内新規採択10件中5件の研究室の研究支援 

  

⼤学

ゲノ ム研究分野

学外実績(受託解析機器利⽤ )
・ 岐⾩県中央家畜保健衛⽣所
・ 岐⾩県⾷品科学研究所
・ 岐⾩県保健環境研究所
・ 名古屋みなと⽔族館
・ 企業、 岐⾩薬科⼤学等

研究費の獲得

共同機器利⽤

学内研究者

利⽤料

利⽤料
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*R2年度 概算要求基盤的経費
DNAシーケンサ導⼊

糖鎖生命コア研究所

医療貢献/社会実装の推進

ゲノ ム棟難病検査室 *GCM S導⼊
⾼等研究院遺伝⼦検査室衛⽣検査所
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Springer Nature

専任教員３
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遺伝⼦改変モデル作成（ +動物）
電顕／精密測定受託解析（ +機器）

分野共同受託解析の推進

共同利用拠点の推進

高等研究院

学内研究支援の推進

R3年度 学内科研B新規採択の半数の研究室が利用
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参照資料 

岐阜大学高等研究院遺伝子検査室が登録衛生検査所に認可されました 

 

 本学高等研究院と医学部附属病院が協働してゲノム研究棟内に設置した高等研究院遺伝子検査室が、2021 年

3月1日付けで登録衛生検査所に認可されました。 

 本学は、長年にわたり指定難病である副腎白質ジストロフィーとペルオキシソーム病の国内診断拠点として

機能してきましたが、研究成果の社会実装を目的に2019年7月に医学部附属病院検査部に難病検査部門を新設

するとともに、ゲノム研究棟内に難病検査室を設置し、さらに今回の高等研究院遺伝子検査室の登録衛生検査所

認可により、全国の医療機関に難病診断を保険診療にて安定して提供することが可能になりました。 

 また岐阜県では、2021年4月より一般社団法人東海マススクリーニング推進協会が主導し、岐阜県公衆衛生

検査センターと県内産婦人科・新生児医療機関、本学医学部附属病院小児科の協力により、県内の出生児を対

象に副腎白質ジストロフィーを含めた７つの疾患を追加した新たな新生児スクリーニング検査が開始されてい

ます。また愛知県でも、追加スクリーニング検査に副腎白質ジストロフィーが新たに加わり、両県で全国に先

駆けて副腎白質ジストロフィーの新生児スクリーニング検査が実施され、陽性と判定された新生児は名古屋大

学医学部附属病院と本学医学部附属病院の小児科を受診し、精密検査は全て本学で行われることになります。 

 吉田医学部附属病院長、王副学長（研究・産学連携・情報担当）は、「全国難病患者の診断実績を積み重ね

て、社会貢献から大学のプレゼンス向上に寄与することを期待しています」と激励しました。  

引き続き、全国の対象難病患者の早期診断から疾患克服に取り組むとともに、学内における新たな診断法開

発等の研究成果の臨床実装にも協力して参りたいと存じます。           （岐阜大学HPより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

集合写真 （左から） 

吉田医学部附属病院長、高島ゲノム研究分野助教、下澤ゲノム研究分野長、渡邉検査

部副部長、王副学長（研究・産学連携・情報担当），田中科学研究基盤センター長 
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1 ゲノム研究分野職員名簿（令和２年度） 

 

（１）専任教員 

 

１. 教授（分野長）      下澤 伸行 

２. 准教授              須賀 晴久 

３. 助教                高島 茂雄 

 

（２）非常勤職員  (注：＊…教員個人の研究費で雇用、＊＊…病院検査部の所属) 

 

１. 事務補佐員           小林 陽子 

２. 技術補佐員           脇原 祥子 

３. 技術補佐員           鷲見 真弓（休職：令和３年６月１０日復帰） 

４. 技術補佐員           西谷 令奈 

５. 技術補佐員          臼井 綾子 

６. 技術補佐員           大脇 詳子（令和２年９月１７月まで） 

７. 技術補佐員＊          豊吉 佳代子 

８. 技術補佐員＊＊        大場 亜希子 

９. 研究補佐員＊         勝   友美 

 

 

（３）研究員 

 

１. 特別協力研究員     本田 綾子 
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2 令和 2年度利用登録者及び研究テーマ 

(令和2年3月現在) 

学  部 講 座 等 利用責任者 登録番号 
登録  

人数 研 究 テ ー マ 

教 育 学 理 科 教 育 古 屋 康 則 ED-03 8 魚類の生殖に関する生理・生態学的研究 

教 育 学 理 科 教 育 三 宅  崇 ED-06 7 
生態系における生物間の相互作用、植物

の性表現 

教 育 学 理 科 教 育 勝 田 長 貴 ED-08 1 
倒立顕微鏡を用いた湖沼水塊中の懸濁物

の観察 

地域科学 地 域 政 策 学 向 井 貴 彦 RS-02 5 水棲動物のDNA解析 

医 学 麻酔疼痛制御学分野 飯 田  宏樹 MD-02 1 パルス高周波がアストロサイトに与える

影響からみたその作用機序 

医 学 細 胞 情 報 学 中 島  茂 MD-03 2 細胞周期制御メカニズムの研究 

医 学 薬 剤 部 鈴 木 昭 夫 MD-05 4 
メトロニダゾールの薬効・副作用発現の

個人差に影響する薬理遺伝学的要因の探

索 

医 学 腫 瘍 病 理 学 波多野裕一郎 MD-06 9 
腫瘍の発生から予防、幹細胞の動態を病

理学的に解明 

医 学 脳 神 経 内 科 学 下 畑 享 良 MD-09 3 神経疾患における自己抗体の研究 

医 学 ファージバイオロジクス研究講座  安 藤  弘樹 MD-11 6 細菌感染症治療法の開発 

医 学 第 １ 内 科 末 次  淳 MD-15 1 癌微小環境における癌細胞と腫瘍関連細

胞間での血管内皮細胞増殖因子の役割２ 

医 学 整 形 外 科 学 秋 山 治 彦 MD-19 7 骨、軟骨、神経、靭帯 の研究 

医 学 神 経 生 物 中 川 敏 幸 MD-20 5 
神経発生・神経変性機構の分子メカニズ

ムの解明 

医 学 医 療 管 理 学 永 井  淳 MD-21 5 
核ＤＮＡならびにミトコンドリアＤＮＡ

の多型解析 

医 学 泌 尿 器 科 学 水 谷 晃 輔 MD-22 2 泌尿器科癌エクソソーム中のRNA解析 

医 学 総 合 病 態 内 科 学 池 田 貴 英 MD−29 6 
Repressor element 1 silencing 

transcription factorの脂肪細胞ミトコ

ンドリア機能における役割 

医 学 生体支援センター  大西紘太郎  MD-34 1 癌の進展および転移とone carbon 

metabolismを介したepigeneticsの関連

性 

医 学 再 生 医 科 学 青 木 仁 美 MD-36 2 色素幹細胞の未分化維持機構の解明 

医 学 再 生 医 科 学 本 橋  力 MD-41 2 
マウス神経堤細胞の遺伝子網羅的解析お

よび細胞表現型の解析 

医 学 病 態 制 御 学 長 岡  仁 MD-42 4 抗体記憶形成の分子機構解析 

医 学 神 経 統 御 学 山 口  瞬 MD-43 20 
マウス・ラットのさまざまな臓器におけ

る遺伝子発現解析 

医 学 生命機能分子設計  大 沢 匡 毅 MD-45 3 
遺伝子改変マウスを用いた幹細胞制御機

構の分子基礎の解明 

医 学 形 態 機 能 病 理 学 竹 内  保 MD-46 2 

粘液癌形質と関係するTMEM207の異常発

現とそれにより影響を受ける分子経路メ

カニズムの検討 

医 学 再 生 分 子 統 御 学 手 塚 建 一 MD-48 4 歯髄細胞の性状解析 

医 学 寄 生 虫 学 前 川 洋 一 MD-51 3 感染症免疫 

医 学 病 態 制 御 学 千 田 隆 夫 MD-56 4 APCタンパクC末端の多角的機能解析 
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医 学 腫 瘍 制 御 学 吉 田 和 弘 MD-57 6 

p53下流遺伝子Mieap(Mitochondria 

eating protein)の乳腺腫瘍における発現

とその意義 

医 学 内分泌代謝病態学  飯 塚 勝 美 MD-58 3 ChREBPの糖尿病や脂質代謝における役割  

医 学 救 急 災 害 医 学 岡 田 英 志 MD-60 5 微小血管障害に対する新規治療法の開発 

医 学 脳 神 経 外 科 木 下  喬公 MD-62 2 Glycocalyxが脳腫瘍の微小環境に与える

影響の解析 

医 学 病 原 体 制 御 学 永 井 宏 樹 MD-63 4 
病原細菌の認識と宿主応答に関わる因子

の解析 

医 学 耳 鼻 咽 喉 科 学 柴 田 博 史 MD-64 4 頭頸部がんの遺伝子発現解析 

医 学 循環呼吸先端医学  三 上  敦 MD-65 1 
間葉系幹細胞の効果を用いた虚血性心疾

患治療の開発 

医 学 M E D C / 連 合 創 薬 丹 羽 雅 之 MD-61 1 
培養細胞及び組織切片の免疫蛍光染色に

よるイメージングデータの取得 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 横 川 隆 志 EG-02 11 
遺伝情報発現系に係る因子の基礎的研究

と発現産物の応用 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 船 曳 一 正 EG-05 7 含フッ素有機材料化学の合成 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 柴 田  綾 EG-07 13 
生体分子を模倣した新規化合物の開発 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 満 倉 浩 一 EG-08 10 細菌およびカビを用いた酵素変換に関す

る研究 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 上 田  浩 EG-09 8 
三量体G蛋白質シグナルによる低分子量

G蛋白質を介した細胞骨格制御機構の解

明 

工 学 機 械 工 学 小 林  信介 EG-10 1 
水熱処理を利用した汚泥スラリー化に関

する研究 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 石 黒  亮 EG-12 1 オリゴマータンパク質に対する圧力効果 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 纐 纈  守 EG-15 4 生理活性化合物の調製と解析 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 岡  夏 央 EG-17 3 
核酸類縁体の化学合成に関する研究にお

いて、合成した化合物の質量分析を行う 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 大橋憲太郎  EG-21 10 
神経損傷における酸化ストレスおよび小

胞体ストレス経路の役割 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 竹 森  洋 EG-22 10 低分子化合物の標的探索 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 岩 澤  淳 AG-02 3 動物のホルモンおよびホルモン関連遺伝

子の定量に関する研究 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 今 泉 鉄 平 AG-03 4 農産物の加工による細胞膜損傷 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 島 田 昌 也 AG-04 7 
栄養素・食品成分による脂肪肝および肥

満の制御機構に関する研究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 鈴木 史朗  AG-06 1 キシラン生合成機構の解明 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 落 合 正 樹 AG-07 15 園芸植物の形態形質に関連する遺伝子解

析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 中 川  寅 AG-10 19 レニン‐アンジオテンシン系の生化学；

アルギニンメチル化の生体内機能の解明 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 小 山 博 之 AG-11 9 環境ストレス耐性関連遺伝子の機能解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 中 川 智 行 AG-13 14 
酵母および細菌の細胞機能の解明とその

応用 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 岩 間 智 徳 AG-14 3 細菌の走化性 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 長 岡  利 AG-15 15 
食品成分による脂質代謝関連遺伝子発現

の総合解析 
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応用生物科学 共 同 獣 医 学 淺 野  玄 AG-16 4 

外来生物の避妊ワクチンの開発，カモシ

カの保全に関する研究, 野生動物の薬剤

耐性菌に関する研究 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 前 田 貞 俊 AG-17 7 
犬および猫の免疫介在性疾患における分

子病態の解明、犬の変性性疾患の病態解

明 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 渡 邊 一 弘 AG-19 4 イヌの会陰ヘルニアの研究 ネコの難治

性歯肉口内炎の研究 

応用生物科学 食 品 免 疫 学 北 口 公 司 AG-20 1 食品成分による免疫調節機構の解析 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 伊 藤 健 吾 AG-23 1 同所的に生息するアブラボテ属魚類2種

の繁殖生態による交雑要因の解明 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 椎 名 貴 彦 AG-24 4 冬眠時の遺伝子発現変化の解析 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 土 田 浩 治 AG-25 8 ハチ、ザトウムシおよび植物のゲノム研

究 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 山 内 恒 生 AG-27 9 
Methylquercetinの癌転移抑制メカニズ

ムの解明 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 嶋 津 光 鑑 AG-28 2 
紫外線照射下のアマランサス（植物）の

ストレス応答に関する活性酸素測定 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 齋藤正一郎  AG-29 6 椎動物脳における各種分子配列の解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 酒 井 洋 樹 AG-32 3 伴侶動物の腫瘍の分子生物学的解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 中 川 敬 介 AG-33 2 
様々な動物種を対象としたベータコロナ

ウイルス１種に対する疫学調査 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 福 士 秀 人 AG-36 5 
病原ウイルスおよび微生物の遺伝子解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 西 飯 直 仁 AG-37 7 動物の代謝異常に関する研究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 向 井  譲 AG-39 5 
樹木のゲノムサイズの測定および遺伝的

多様性の解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 杉 山  誠 AG-42 10 人獣共通感染症病原体の遺伝子解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 高 島 康 弘 AG-44 4 寄生虫の感染機構に関する研究 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 勝野那嘉子  AG-45 10 
共焦点レーザー顕微鏡による食品成分の

観察 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 鈴 木  徹 AG-47 14 腸内細菌および皮膚常在菌のゲノム研究 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 森   崇 AG-49 1 放射線晩期障害の機序の解明 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 松 村 秀 一 AG-51 8 哺乳類および鳥類の遺伝的多型に関する

研究 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 柳 瀬 笑 子 AG-55 11 ポリフェノール類の化学的研究 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 髙 須 正 規 AG-57 2 精巣の器官培養による精子形成に関する

研究 

応用生物科学 応 用 生 物 科 学 只 野  亮 AG-58 2 動物集団の遺伝的多様性の解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 岩 橋  均 AG-62 8 酵母のゲノム研究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 山 根 京 子 AG-64 6 
ワサビなどの遺伝資源を用いた集団進化

遺伝学的研究 

応用生物科学  浅 井 鉄 夫 AG-65 5 薬剤耐性菌の疫学 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 松 原 陽 一 AG-67 6 
シソ科ハーブのメタボローム解析及び薬

用植物の機能性成分解析 
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応用生物科学 応 用 生 命 科 学 海老原 章郎 AG-68 9 
細胞内調節系タンパク質群の構造機能解

析 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 楠 田 哲 士 AG-70 1 
動物園動物の性判別のためのシークエン

ス解析と妊娠診断のためのプロテオーム

解析 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 清 水 将 文 AG-72 7 有用細菌－植物－病原菌間相互作用の解

析と植物病害防除への応用 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 中 村 浩 平 AG-73 7 環境中原核生物の多様性解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 上 野 義 仁 AG-75 3 siRNAの機能評価 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 猪 島 康 雄 AG-77 10 抗体の抗原認識機構に関する研究／牛白

血病病態進行のマーカー解析 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 大 西 健 夫 AG-80 3 水圏における環境 DNA 検出に関する基礎

的研究 

応用生物科学 

生 産 環 境 科 学 日 巻 武 裕 AG-84 2 

ブタ単為発生胚ならびに体細胞クローン

胚におけるアクチンフィラメントの再重

合状況の観察 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 稲 垣 瑞 穂 AG-85 12 
牛乳タンパク質によるウイルス感染抑制

機構の解明 / ヒトと腸内細菌叢の共生機

構の解明 

微生物遺伝資源保存センター  田中香お里  RC-01 1 細菌ゲノムのシーケンス 

流 域 圏 植 生 管 理 研 究 分 野 景 山 幸 二 RY-01 7 植物病原菌の分類および生態学的研究 

流 域 圏 流 域 水 環 境 石 黒  泰 RY-03 1 流域水環境における微生物の研究 

連 合 創 薬 創 薬 科 学 平 島 一 輝 DM-02 4 miRNAの抗腫瘍効果の検証 

連 合 創 薬 医 療 情 報 学 本 田  諒 DM-04 1 癌関連タンパク質の構造解析 

連 合 創 薬 医 療 情 報 学 檜井栄一 DM-05 7 骨髄内環境の恒常性維持機構の研究 

生命の鎖統合研究センター  鈴 木 健 一 HA-01 9 1分子観察による細胞膜上のラフト機構

の解明 

生命の鎖統合研究センター  木 塚 康 彦 HA-02 12 糖鎖の生物学的機能と疾患との関連性の

解明 

生命の鎖統合研究センター  安 藤 弘 宗 HA-03 1 細胞膜糖鎖とタンパク質の相互作用解析 

科学研究基盤センター ゲ ノ ム 研 究 分 野 須 賀 晴 久 LS-02 10 フザリウム菌のゲノム解析 

科学研究基盤センター ゲ ノ ム 研 究 分 野 下 澤 伸 行 LS-03 7 
ペルオキシソーム病の診断・病態解明・

治療法開発 

科学研究基盤センター 動 物 実 験 分 野 堀 井 有 希 LS-05 1 
低温時特異的遺伝子発現の解析 

科学研究基盤センター 嫌 気 性 菌 研 究 分 野 田中香お里  LS-06 4 細菌ゲノムのシーケンス 

科学研究基盤センター 機 器 分 析 分 野 犬 塚 俊 康 LS-07 6 新規生物活性物質の構造解析 

科学研究基盤センター 機 器 分 析 分 野 鎌 足 雄 司 LS-08 3 タンパク質の立体構造、揺らぎ、相互作用

研究 

科学研究基盤センター ゲ ノ ム 研 究 分 野 高 島 茂 雄 LS-09 3 ゼブラフィッシュおよびヒトのゲノム解

析 

岐阜薬科大学 医 療 薬 剤 学 北 市 清 幸 PH-03 8 

危険ドラッグおよびその代謝物の検出お

よび同定方法の開発、細胞における薬物

輸送機構の解析 

岐阜薬科大学 薬 化 学 平 山  祐 PH-05 6 
鉄イオン蛍光プローブを使った新規鉄制

御化合物スクリーニング 
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岐阜薬科大学 生 化 学 遠 藤 智 史 PH-06 1 
論理的創薬を利用したオートファジー阻

害剤の創製研究 

岐阜薬科大学 薬 物 治 療 学 位 田 雅 俊 PH-07 23 
神経変性疾患に関連する細胞内凝集タン

パク質の解析 

岐阜薬科大学 衛 生 学 中 西  剛 PH-08 3 

生体内外化学物質と生体分子の相互作用

の解析、Nuclear respiratory factor 

(NRF-1)の生理機能解明、脂質代謝系にお

けるリポカリン分子と核内受容体の相互

作用の解明 

岐阜薬科大学 臨 床 薬 剤 学 神 谷 哲 朗 PH-10 1 
銅イオン含有タンパクによるがん微小環

境整備機構の解明 

岐阜薬科大学 薬 物 治 療 学 保 住  功 PH-11 23 
特発性基底核石灰化症の診療エビデンス

創出のための遺伝子変異検索と機能解明 

岐阜薬科大学 薬 物 治 療 学 栗 田 尚 佳 PH-12 23 
特殊環状ペプチドダイマーを用いた脳内

石灰化症の治療薬の開発 

岐阜薬科大学 感 染 制 御 学 井 上 直 樹 PH-14 10 
モルモットサイトメガロウイルスに対す

る宿主防御における抗体依存性貪食の役

割の解明 

岐阜薬科大学 分 子 生 物 学 福 光 秀 文 PH-15 1 
細胞の分化、増殖に伴う選択的Poly A付

加反応の変化の可視化 

岐阜薬科大学 薬 効 解 析 学 嶋 澤 雅 光 PH-16 5 
マウス網膜静脈閉塞症モデルに対する乳

酸菌TJ515株の混餌投与による作用検討 

岐阜県中央家畜保健衛生所  田 中 英 次 EI-01 3 家畜の病原体のシークエンス解析 

食 品 科 学 研 究 所   横山 慎一郎 EI-03 2 高機能スプラウト製造技術の開発 
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3 ゲノム研究分野共同利用機器紹介 

 

1-<1>-(2) マルチキャピラリーDNAシーケンサー 

  3130XL Genetic Analyzer 

  アプライドバイオシステム社  

4 色蛍光標識を用いた蛍光ジデオキシターミネータ

ー法及び 4色蛍光プライマー法によるDNAの塩基

配列を決定する装置。16 本キャピラリーを装備。

ポリマー充填、サンプル注入、分離と検出、デー

タ解析は全てGeneMapper によりAFLP 解析、

SNPs 解析にも対応。96 ウェルプレートを 2 枚セッ

ト可能。約 70 分で 650 

塩基 × 16 試料の分析が

可能。1台所有。受託解

析に使用。 

 

1-<1>-(3) DNA多型解析ソフト 

   ジーンマッパー 

   アプライドバイオシステム社 

DNAフラグメントのサイズコールからアレルコー

ルを行うジェノタイピングソフトウェア。 

 

 

 

 

 

 

1-<1>-(4) マルチキャピラリー DNAシーケンサー 

   3500xL Genetic Analyzer 

   サーモフィッシャーサイエンティフィック社 

電気泳動キャピラリーを

24 本装備。先進的な温度

制御機構により温度コント

ロールの精度を改善。

RFID（無線 IC タグ）技術

で消耗品のデータの管理。 

70 分で 650 塩基×24試料の分析が可能。受託解析

に使用。2016年、2021 年導入。  

                                 

1-<1>-(5)DNA配列解析ソフト 

   SEQUENGHER 

   Gene Codes社 

キャピラリーシーケンサー、次世代シーケンサーか

ら生成されたDNA配列を解析します。 

2021 年 3 月導入。 

 

 

 

 

 

 

 

1-<2>-(1) リアルタイム定量 PCR 

   ABI Step One Plus  

   アプライドバイオシステム社  

4 色／96 ウェルフォーマットで、精度の高い定量

リアルタイム PCR を実現。FAM™/SYBR® Green、

VIC® /JOE™、ROX™、TAMRA™などの蛍光色素

が検出でき、遺伝子発現解析、病原遺伝子の定

量、SNPジェノタイピング、プラス/マイナス・ア

ッセイなどの実験が

出来る。従来の個体

どうしの比較のみな

らず、集団間の比較

を行うことが可能。 

 2 台保有 

  

(1) DNA関連機器 
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1-<3>-(1) 核酸精製装置  

Maxwell 

  プロメガ社 

様々なサンプルから Total RNAの抽出精製を行い

ます。 

高品質のRNAを再現性良く抽出できます。 

平成 28 年 5 月導入 

 

 

 

 

 

 

 

1-<3>-(2) 核酸精製装置  

Quick Gene 

  クラボウ社 

様々なサンプルからDNAまたはTotal RNAの抽出

精製を行います。 

2021 年 3 月導入 

 

 

 

 

 

 

 

1-<3>-(5) バイオアナライザ 

   2100 BioAnalyzer 

   アジレントテクノロジー社 

通常、DNA分析ではゲル電気泳動、タンパク質分

析では SDS-PAGE で得る結果を、専用チップを使

用して短時間、簡単に得るための装置(最大 12 サ

ンプルの定性および定

量のデジタルデータを

30 分で取得可能)。抽出

したRNAの品質評価も

可能。 

1-<3>-(6) ハイブリダイゼーションオーブン 

  G2545A 

  アジレントテクノロジー社 

DNAマイクロアレイのハイブリダイゼーションた

めのインキュベータ。取り外し可能なロータラッ

クを備え、回転速度とハイ

ブリダイゼーション温度の

設定が可能。最大 24個の

オリゴDNAマイクロアレ

イ用ハイブリダイゼーショ

ンチャンバを固定可能。 

 

1-<3>-(7)  DNAマイクロアレイスキャナー 

   Array Scan 

   アジレントテクノロジー社 

Cy3、Cy5 の二色法と

単色法に対応する高

機能スキャナ。解像

度が 2μmで 244K/枚

などの高密度アレイ

の分析が可能。 

 

1-<5>-(1) エレクトロポレーター 

   Gene Pulser II  

   バイオラッド社 

エレクトロポレーションとは、電気パルスにより瞬

間的に細胞に穿孔しDNA等の高分子を細胞に導入

する方法。大腸菌をは

じめとする細菌の形質

転換、動植物細胞に

DNAを導入に使用。 
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1-<5>-(2) 遺伝子導入装置 

   Neon Transfection System 

   Life Technologies – Invitrogen社 

核酸を哺乳類細胞へ導入する装置。 初代培養細胞

や幹細胞といったトランスフェクションが難しい

細胞を含め、多くの細胞で最大 90%の導入効率を

実現。 1 回の反応で 2×104個から 6×106個の細胞

にトランスフェクション可能。1種類の試薬であら

ゆるタイプの細胞に

使用できる。エレク

トロポレーションの

条件を制限なく最適

化可能。  

 

1-<6>-(1) マルチビーズバイオアッセイ装置 

   Luminex 

   ミリポア社 

少量（～25 μL）の試料をもとにマイクロビーズと

フローサイトメトリーを利用して最大 100 項目ま

でサイトカインやリン酸化タンパク質などの定量

測定ができる他、SNPs などDNA、microRNAの分

析などにも利用可能。 

  

 

 

 

 

 

1-<7>-(1) パルスフィールドゲル電気泳動装置 

   CHEF-DRII 

   バイオラッド社 

数百から数メガベース以上のDNAのシャープな分

離が可能。クロモゾームマッピング、RFLP分析、

ジーンマッピング等に使用。 

 

 

 

 

(2) タンパク質・プロテオーム関連機器 

 

2-<1>-(2) 質量分析装置 

   UPLC-MS 

   日本ウォーターズ社 

耐圧性に優れ、2 液

によるグラディエ

ント分析が可能。

UV検出器を備えて

いる。ESI法による

質量分析が可能。 

  

(3) 光学系分析機器 

 

3-<1>-(1) マルチ蛍光スキャナー 

   Typhoon 9400 

   アマシャムバイオサイエンス社  

放射性同位体と蛍光、ケミルミネッセンスの 3 つの

スキャンモードと、高い感度と解像度によるマイク

ロアレイ解析、

フラグメント

解析や、二次元

電気泳動解析

等に対応。 

 

3-<2>-(1),(2) マルチラベルプレートリーダー 

   Wallac 1420 ARVOsx (1) 

   Wallac 1420 ARVO SX-DELFIA (2) 

   パーキンエルマーライフサイエンス社  

1420 ARVOsx は 96 ウェルプレートをはじめ、様々

プレートを用いて蛍光、発光、蛍光偏光をハイスル

ープットで測定可能。96、384、1536 ウェル標準プ

レート、6、12、24、48

ウェル培養プレートに

対応。ARVOsx-DELFIA

は時間分解蛍光測定が

可能。 
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3-<3>-(1) 冷却 CCD カメラ 

   Ez-キャプチャーAE-9150 

   ATTO社 

冷却CCD カメラを利用して発光を検出する。ウェ

スタン・サザン・ノーザンブロットにおけるケミ

ルミ検出などに利用可能。  

 

 

 

 

 

             

 

3-<3>-(2) 蛍光発光イメージングシステム 

   AEQUORIA 

   浜松ホトニクス社 

超高感度冷却CCDカメラにより組織レベルの蛍

光・発光の検出が可能 

 

 

 

 

 

 

 

3-<4>-(1) 微量サンプル分光光度計 

   NanoVue 

   GE ヘルスケアバイオサイエンス社 

キュベットを使用せず、少量試料の測定が可能。

CyDye標識、核酸濃度・純度、タンパク質濃度な

どの測定に使用。 

      

 

3-<4>-(2) 分光光度計 

   Ultrospec2100 pro 

   GE ヘルスケアバイオサイエンス社 

紫外から可視領域における試料の吸光度が測定で

きる装置。5μl の微量試

料に対応。核酸やタン

パク質の濃度測定など

に利用。      
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3-<4>-(3) 分光光度計 

  BioSpectrometer 

  エッペンドルフ社 

200～830 nm自由選択波

長可能。 

自動比率計算によってス

ペクトルグラフに試料の

純度を表示できる。 

 

3-<5>-(1) イメージングサイトメーター 

   IN Cell Analyzer 2200 

   GE ヘルスケアバイオサイエンス社 

マルチウェルプレートへ播種した細胞等の全自動

撮影及び統計学的解析が行える。7 色の半導体ラ

ンプによって多色での蛍光観察と撮影が可能。全

自動で撮影された画像を付属のソフトウェアで統

計処理。薬剤の量的評価や未知薬剤のスクリーニ

ングなどにも使用可能。 

 

 

3-<6>-(1) フローサイトメーター  

   セルアナライザーEC800 

   ソニー社 

蛍光抗体で標識した細胞を高速に解析。オートサ

ンプラーによる 48 サンプル連続自動測定が可能。

4 本のレーザー（405, 488, 561, 642 nm）と 6 個の蛍

光検出器を搭載。 

 

 

 

3-<6>-(2) フローサイトメーター  

セルソーターSH800 

ソニー社 

蛍光抗体で標識した細胞を分取（ソーティング）

することができる。2 方向同時ソーティングおよび

96 ウェルプレートまでのマルチウェルプレートへ

のソーティングが可能。4 本のレーザー（405, 488, 

561, 638 nm）と 6 個の蛍光検出器を搭載。 
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(4) 顕微鏡 

 

4-<1>-(1) 共焦点レーザースキャン顕微鏡 

   LSM510  

   カールツァイス社  

倒立型顕微鏡。光源にAr(488 nm)及びHeNe（543 

nm）レーザーを搭載、ピンホールの自動制御によ

りクリアな共焦点蛍光像が

得られる。細胞内における

タンパク質の局在等の解析

に力を発揮。また、焦点面

を変化させながらZ軸の

連続画像を取り込み、コン

ピュータ上で立体画像構築

が可能。       

 

4-<1>-(2) 共焦点レーザースキャン顕微鏡 

   LSM710  

   カールツァイス社  

458, 488, 514, 543, 633 nmのレーザーを搭載。タイ

ムシリーズ、FRAP、FRETの他に、スペクトルイ

メージング（近接した蛍光の分離、スペクトルカ

ーブの測定）も可能。 

 

 

 

 

 

 

 

4-<2>-(1) 倒立型蛍光顕微鏡 

   Axiovert  

   カールツァイス社  

最高 5 種類のフィルターが 

装着できる。 

視野径が 23 mm 

 

4-<3>-(1) 正立型顕微鏡 

   Axioskop  

   カールツァイス社 

対物レンズは 5倍、10倍、20

倍、40 倍の 4つがついてお

り、 カラーの写真撮影も可

能。 

 

 

4-<4>-(1) 実体顕微鏡 

   Stemi 2000 +  

   カールツァイス社   

 対物レンズは 5 倍、10 倍、20

倍、40 倍の 4つがついてお

り、 カラーの写真撮影も可

能。 

7:1 ズーム機能で、連続可変

倍率から個別の倍率ステップ

まで変更できます。 

 

4-<4>-(2) 実体蛍光顕微鏡 

    LEICA MA10F 

  ライカ社 

×8 倍～×80 倍までの無段階拡大観察と写真撮影が

可能。 

蛍光は緑色蛍光（GFP, 

YFP）と赤色蛍光

（RFP, DsRed等） 
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(5) バイオインフォマティクス関連機器 

 

5-<1>-(1) 電気泳動ゲル画像解析装置 

   Image Master Platinum 

   アマシャムバイオサイエンス社  

二次元電気泳動で分離されたタンパク質スポット

パターン、等電点、分子量、ボリューム等を解析。

ImageMaster 2D Elite、2D Databaseは 2 種類以上のゲ

ルの比較解析からスポットの有無、増減の数値化や

データベース化をサポート。ゲル、ブロッティング

メンブレンの画像はデスクトップスキャナー  

Image Scanner またはバ

リアブルイメージアナ

ライザーTyphoon など

の画像解析装置からは

TIFF 形式の取り込み

が可能。  

主要機能  

・ スポット検知、バックグラウンド削除 

・ 100 枚までの自動スポットマッチング  

・ マーカー/マーカースポットからの分子量・等電

点決定  

・ マッチングスポットの量変化の表示  

・ インターネットデータベースの検索  

・ 2D DIGEに対応 

 

5-<2>-(1) 蛋白質立体構造情報解析装置 

   DSModeling 

   Accelrys社  

蛋白質・核酸の立体構造を 3 次元的に可視化する

装置。ホモロジーモデリング法とモレキュラーダ

イナミックス法に

より高分子の立体

構造を予測するシ

ステム。   

  

5-<3>-(1) プロテオミクス支援システム 

   MASCOT 

   Matrix Science社 

タンパク質の遺伝子同定を支援するシステム。デ

ータベースをもとに仮想上のペプチド断片の セ

ットを発生、MALDI-TOFによるペプチドMS フィ

ンガープリンティング

やTOF/TOF解析で得

られる試料のデータと

照合することにより遺

伝子を同定。   

 

5-<3>-(2) プロテオミクス支援システム 

   ProteinLynx Global SERVER （PLGS） 

   Waters社 

Waters Xevo Qtofの精密質量データを基として、独

自のフィルタリング機能や計算機能を用いて解析

を行う、定量的および

定性的プロテオミクス

研究のMSインフォマ

ティクスプラットフォ

ーム。 

 

5-<4>-(1) 分子間ネットワーク/パスウェイ解析  

データベース 

   IPA 

   トミーデジタルバイオロジー社 

マイクロアレイやメタボロミクス、プロテオミク

ス、RNA-Seq などの実験より得られたデータをも

とにして生物学的な機能の解釈やパスウェイ解析

を行うことができるソフトウェア。豊富な相互作

用情報や分子情報がデータベース化されているた

め、分子生物学の辞書としても使用可能。 
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5-<5>-(1) マイクロアレイ用データ解析

ソフトウェア 

   GeneSpring 

   トミーデジタルバイオロジー社 

遺伝子発現アレイなどの数値解析、生物学的解析

など、さまざまな機能を搭載したデータマイニン

グソフトウェア。遺伝子発現解析機能に加え、

miRNA、Real Time PCR、CNV、SNP、Pathway解

析等も行う事が可能。  

 

 

 

(6) クロマトグラフィー・電気泳動機器 

 

6-<2>-(1) 等電点電気泳動システム 

   IPGphor + SE600 Ruby+Ettan Dalt6 

   アマシャムバイオサイエンス社 

等電点電気泳動と SDSポリアクリルアミドゲル電

気泳動により、数千個のタンパク質を 2次元で展

開。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 遠心分離機 

 

7-<1>-(1) 超遠心分離機 

   Optima L-70K 

   ベックマンコールター社 

最高 70 krpm。10 ml × 6 本

の超遠心分離が可能。 

 

 

 

 

 

 

7-<3>-(1) 凍結乾燥機  

   FDU-810 

EYELA社 

少量から比較的多量な

たんぱく質、酵素等の

希釈水溶液の濃縮及び

乾燥、生体試料の濃縮

及び乾燥 。 
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(8) 培養機・細胞破砕機 

 

8-<4>-(1) 密閉型超音波破砕機 

   Biorupter 

   コスモバイオ社  

 密閉式で複数試料の同時超音波処理が可能。 

10 ml 用スピッツなら最

大 24 本、1.5 ml マイクロ

チューブなら 24 本、50 

ml チューブなら 12 本。

マルチタイマーにより破

砕時間のセットが可能。      

 

8-<4>-(2) ビーズ式ホモジナイザー 

   マルチビーズショッカー  MB455GU(S) 

   安井器械株式会社 

試料をガラスビーズやメタルコーンと共に撹拌す

ることで破砕。試料間の

クロスコンタミネーショ

ンやRnaseの混入を防

止。酵母、バクテリア、

カビ、固い動物組織、植

物組織を数十秒〜数分で

破砕。 

 

 

 

              

8-<5>-(1) ポリトロンホモゲナイザー 

   PT-2100 

   Kinematica社 

ドライブシャフトの先端にある

回転刃を高速で回転させること

で生じる水流と、キャビテーシ

ョンによる超音波で試料を破

砕。動物や植物の組織からの

RNA抽出等に使用。 
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別紙 ゲノム研究分野利用料金表                        令和 3.5.1 現在 

事     項 料金 備考 

1. 登録料 

(1) 登録料 
1,000 円/ 

グループ・年 

※年度毎の更新 

（4/1 ～3/31） 

2. 受託料金表 ※ n-<n>-(n)は管理番号 

DNA受託解析 

1-<1>-(2) DNAシーケンサー3130（反応済） 200 円/サンプル 

(1~71 サンプ
ル) 

※96 サンプル以上 

   150 円/サンプル 

1-<1>- 

(2),(4) 

DNAシーケンサー3500（反応前） 700 円/サンプル 

(1~21 サンプル
までの料金) 

※22～29 サンプル 

  単価変動 

※30～66 サンプル 

  500 円/サンプル 

※67～94 サンプル 

  単価変動 

※95 サンプル以上 

  350円/サンプル  

※大量サンプル応相談 

1-<1>-(1) DNAシーケンサー3500 

（フラグメント解析） 

200 円/サンプル 

(1~71 サンプ
ル) 

※96 サンプル以上 

  150円/サンプル 

  シーケンスオプションサービス 

 （PCR 増幅・PCR 産物精製など） 
個別相談 

  

RNA受託解析 

1-<3>-(1) Promega Maxwell（RNA抽出精製受託） 細胞 850 円/ 

1 サンプル 

組織 1200 円/ 

1 サンプル 

※ 濃度純度測定含む 

※ BioAnalyzer による品
質チェックは別料金 

1-<3>-(5) バイオアナライザ Agilent 2100 

（RNA受託分析） 

5,000 円/分析 

(1~12 サンプル) 

※ 試薬・チップ代含む 

※ チップのみ 3,000 円 

マイクロアレイ受託解析 

1-<3>-(7) マイクロアレイスキャナ 30,000/ 

1 サンプル 

スライドは実費 

アレイスライド代金の目

安          

・8 アレイ―約 25万円 

・4 アレイ―約 13万円 

16SrRNA 配列解析 

  16SrRNA配列解析（細菌の同定） 10,000 円/ 

1 サンプル 

※ 相同性検索含む 

3. 共同利用機器料金表 ※n-<n>-(n)は管理番号 

DNA関連機器 

1-<1>- 
(1),(2),(4) 

DNAシーケンサー3130,3500 受託料金表参照 ※ 相託のみ 

1-<1>-(3) DNA多型解析ソフト ジーンマッパー ---   

1-<2>- 
(1),(2) 

リアルタイム定量 PCR 

 ABI Step one plus 

500 円/使用 ※ 1 使用=3時間迄 

（3 時間以上使用 = 

2 使用～） 

41



1-<3>-(5) バイオアナライザ 

 Agilent 2100 --- 

※ チップ 3,000 円/1 枚 

※ 受託分析は 

受託料金表参照 

1-<3>-(6) ハイブリダイゼーションオーブン 

  Agilent G2545A  

1,000 円/使用   

1-<3>-(7) マイクロアレイスキャナ 

  Agilent ArrayScan 

1,000 円/ 

スキャン 

  

1-<5>-(1) エレクトロポレーター 

Gene Pulser II  

貸出の場合 

 100 円/週 

  

1-<5>-(2) 遺伝子導入装置 

Neon Transfection system 

貸出の場合 

 100 円/日 

※利用は要相談     
※10 l キット 2,000円/ 

1 使用 

1-<6>-(1) マルチビーズバイオアッセイ装置 

Luminex 

500 円/使用 ※利用は要相談 

1-<7>-(1) パルスフィールドゲル電気泳動装置 

CHEF-DRII 

500 円/泳動 ※利用は要相談 

1-<8>-(1) UVクロスリンカー GS Gene Linker   ※利用は要相談 

タンパク質・プロテオーム関連機器 

2-<1>-(2) 質量分析装置 UPLC-MS 1,000 円/使用   

光学系分析機器 

3-<1>-(1) マルチ蛍光スキャナ Typhoon 9400 500 円/使用   

3-<2>-(1) マルチラベルプレートリーダー 

  Wallac1420 ARVO SX 
300 円/時間   

3-<2>-(2) マルチラベルプレートリーダー  

  Wallac1420 ARVO SX-DELFIA 
300 円/時間   

3-<3>-(1) 冷却CCD カメラ Ez-キャプチャー 

AE-9150 
250 円/時間   

3-<3>-(2) 蛍光発光イメージングシステム 

 AEQUORIA 
500 円/使用   

3-<4>-(1) 微量サンプル分光光度計 NanoVue ---   

3-<4>-(2) 分光光度計 Ultrospec2100 pro --- ※利用は要相談 

3-<5>-(1) イメージングサイトメーター 

  IN Cell Analyzer（撮影） 
500 円/使用 ※解析ソフトのみの 

利用は無料 

3-<6>-(1) フローサイトメーター セルアナライザ

ー 

EC800 

500 円/使用   

3-<6>-(2) フローサイトメーター セルソーター 

SH800 

500 円/使用 ※チップ 3,000円/1 枚 

顕微鏡 

4-<1>-(1) 共焦点レーザースキャン顕微鏡 LSM 

510 

500 円/使用   

4-<1>-(2) 共焦点レーザースキャン顕微鏡 LSM 

710 

1,000 円/使用   

4-<2>-(1) 倒立型蛍光顕微鏡 Axiovert 250 円/使用 ※蛍光使用時のみ 

4-<2>-(2) 実体蛍光顕微鏡 LEICA MZ 10F 250 円/使用   

4-<3>-(1) 正立顕微鏡 Axioskop ---   
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4-<4>-(1) 実体顕微鏡 Stemi 2000 ---   

バイオインフォマティクス関連機器 

5-<3>-(1) プロテオミクス支援システム 

 MASCOT 
---   

5-<3>-(2) プロテオミクス支援システム 

  ProteinLynx Global SERVER 
---   

5-<4>-(1) 分子間ネットワーク/ 

パスウェイ解析データベース IPA 
--- ※利用は要相談 

5-<5>-(1) マイクロアレイ用データ解析 

ソフトウェア 

  GeneSpring 

--- 
 

クロマトグラフィー・電気泳動関連機器 

6-<2>-(1) 等電点電気泳動システム 

  IPGphor+SE600 Ruby+Ettan Dalt6 
1,000 円/使用   

遠心分離機 

7-<1>-(1) 超遠心分離機 Optima L-70K --- ※利用は要相談 

7-<3>-(1) 凍結乾燥機 FDU-810 500 円/24 時間  

培養機・細胞破砕機 

8-<4>-(1) 密閉型超音波破砕機 Biorupter ---   

8-<4>-(2) ビーズ式ホモジナイザー 

  マルチビーズショッカー 

MB455GU(S) 

100 円/使用   

8-<5>-(1) ポリトロンホモゲナイザー PT-2100 ---   

3.実験室・実験台 

(1) 実験台（1 スペース分:中央実験台半分） 10,000 円/月   

(2) 植物用グロースキャビネット 

コイトトロン（401） 
5,000 円/月   

(3) 植物栽培室 10,000 円/月   

(4) P1 温室 50,000 円/月   

(5) 研修セミナー室 400 円/時間 ※学外のみ課金 

4. 時間外利用料金 

(1) 時間外利用料金 
100 円～500 円/ 

使用 

＊土日祝日他 

当分野が定める休館日 
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4 利用の手引き 
 

(1) 利用者資格・登録 

① 利用者資格 

岐阜大学科学研究基盤センターゲノム研究分野（以下「ゲノム研究分野」という。）を利用できる者は、

岐阜大学及び岐阜薬科大学の職員、大学院生、学生及びゲノム研究分野長（以下「分野長」という。）が

適当と認めた者とする。 

② 利用者・利用責任者・経費負担責任者 

利用に際しては、利用責任者(利用についての責任を持つ者で、教員に限る)より、経費負担責任者(利用に

係る経費について責任を持つ者で、教員に限る)と利用者を明記した利用登録申請書を分野長に提出して承

認を得なければならない。登録期間は利用開始日から利用開始日の属する年度末までを限度とする。また、

共同利用機器の利用者については、承認を得た者のうち該当機器の講習会やトレーニングコースに参加し

た者、操作に習熟した者及び操作に習熟した者の下で利用するものとする。 

③ 利用登録申請方法 

利用登録申請の方法については、ゲノム研究分野のホームページ内 「利用登録申請」の項を参照して利用

責任者が申請する。 

④登録内容の変更・利用中止 

登録申請書の記載事項に変更が生じた際、又はゲノム研究分野の利用を中止した際、利用責任者は速やか

に、その旨を分野長に届け出ると共に、変更の場合は承認を得なければならない。 

⑤利用承認の取消し 

利用者が法令及び岐阜大学規則を遵守しない場合やゲノム研究分野の運営に支障を生じさせる場合、分野

長は利用承認を取消すこと、又は一定期間その者の利用を停止させることができる。 

 

(2) 利用料 

利用に係る料金は、別項の料金表に従って経費負担責任者が負うものとし、運営費交付金、寄付金、受託研

究費、科学研究費補助金の振替により行う。 

 

(3) 業績の提出について 

利用責任者は、次年度に利用を継続する場合は前年分(1～12月)、次年度に利用を継続しない場合は当該年

度の業績(論文・著書)を、利用登録申請書に従ってゲノム研究分野に提出しなければならない。 

 

(4) 休業日・利用時間・時間外利用 

① 休業日 

土曜、日曜、国民の祝日に関する法律で規定された休日、12月29日から翌年1月3日までをゲノム分野

の休業日とする。ただし、分野長が必要と認める場合、臨時に休業日を変更し、又は定めることがきるこ

ととする。 

② 平日利用時間 

平日(休業日以外の日)の利用時間は、9時から17時までとする。ただし、分野長が必要と認める場合は

利用時間を変更できることとする。 

③ 時間外利用 
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  平日の利用時間外(17時～翌朝9時)にゲノム分野で作業を行う場合、利用者は原則として該当日の

16時までにゲノム研究分野と利用責任者の両方へ時間外利用願いを提出するものとする。また、休業日

にゲノム分野で作業を行う場合、利用者は原則として利用前平日の16時までにゲノム研究分野と利用責

任者の両方へ時間外利用願いを提出し、1利用機種につき500円の追加料金を負担するものとする。 

 

(5) 共同利用機器・受託解析の利用 

① 利用料 

別項の料金表に従うものとする。 

② 利用手続き 

利用者は、ゲノム研究分野のホームページにて該当機器の予約手続きを行うものとする。 

予約は2ヶ月先の月末までを限度とし、１回分の予約は原則として24時間以内とする。 

同一グループの連日予約は原則2日までとし、更に連日の使用を希望する場合はゲノム研究分野に相談す

ることとする。 

③ 機器不調・損傷 

機器に不調・損傷が見られた場合、利用者は直ちに管理室に連絡することとし、そのまま使用してはなら

ない。 

利用者の不注意によって機器を不調にしたり、損傷した場合の修理費は経費負担責任者が負うものとす

る。 

④ 機器の利用記録 

使用記録簿が設置されている機器を利用した場合は、利用者はその都度必要事項を記入しなければならな

い。 

 

(6) 実験室等の利用 

① 利用料 

別項の料金表に従うものとする。 

② 利用手続き 

植物用グロースキャビネット、実験台、実習室、研修セミナー室、P3レベル実験室、植物栽培室、P1温

室を利用しようとする場合、利用責任者はそれぞれの利用申込書(別紙様式第2号～第6号)により手続き

を行うものとする。 

③ 利用終了、中止の際の原状復帰 

利用を終了または中止したとき、利用責任者は、速やかに実験室等を原状に復帰すると共に、管理室にそ

の旨を報告してゲノム研究分野による利用終了確認を受けなければならない。 

④ ゲノム研究分野内の飲食 

ゲノム研究分野内での飲食は、所定の場所で行うこととする。 

⑤ ゴミの処理 

実験等で出たゴミは、できる限り各自で持ち帰ることとする。 

 

 

(7) 機器の貸出し 
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ゲノム研究分野所有の小型機器の貸出しを希望する場合、利用責任者は当分野に相談の上、機器貸出し申込

書(別紙様式第9号) により手続きを行うものとする。 

 

(8) 機器の持込み 

① 機器の搬入 

利用者がゲノム研究分野に持ち込む機器は必要最小限の小型機器とし、大型機器を搬入してはならない。 

小型機器をゲノム研究分野に搬入する場合、利用責任者は当分野に相談の上、小型機器搬入申込書(別紙

様式第7号)により手続きを行うものとする。 

② 搬入した小型機器の所属表示、維持・管理 

搬入した小型機器には利用責任者の氏名、連絡先を明記することとし、その維持・管理は、利用責任者が

行うものとする。 

③ 搬入した小型機器の搬出 

承認期間が満了したとき、利用責任者は搬入した小型機器を速やかに搬出しなければならない。 

 

(9) ゲノム研究棟出入りの方法 

ゲノム研究棟及びゲノム研究棟RI実験室への出入りは、利用登録申請書を提出し認証登録を完了した職員

証カード、学生証カード、またはFelica式施設利用証を使用するものとする。 

 

(10) 緊急事態発生の際の措置 

緊急事態が発生した場合、利用者は各部屋に表示してある緊急避難経路、ガスの元栓の場所、電源の場所を

参照して適切に対処すること。 

 

(11) 利用上の問題点の処理 

利用者がゲノム研究分野の利用で問題を感じた場合、ゲノム研究分野の教員を通じて分野長に申し出ること

とする。分野長は、必要に応じてセンター長に報告すると共に運営委員会で審議の上、改善を図るものとす

る。 
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5 令和 2年度活動状況報告 

 

(１) 講習会・セミナー等 

◆ 令和2年9月10日（木）〜 24日（木） 

        [最新型オールインワン蛍光顕微鏡 BZ-X810 デモンストレーション]    

参加者16名 

 

(２) ゲノム研究分野利用状況 
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（３）共同スペース利用状況 

 

室名（室番号） 利用責任者（登録番号） 

植物栽培室（403） 

植物用グロースキャビネット 

Ｐ１温室 

小山 博之（AG-11） 

須賀 晴久（LS-02） 

清水 将文（AG-72） 

 

 

（４）令和2年度業績論文等 

ED-03 

[1] 伊藤玄・古屋康則・堀池徳祐・向井貴彦（2020）：伊勢湾周辺域におけるアカハライモリの遺伝的集

団構造．爬虫両生類学会報，2020: 139–150. 

ED-06 

[2] Ogawa Y., Miyake T. (2020) “How do rewardless Bletilla striata flowers attract pollinators to achieve 

pollination?“ Plant Systematics and Evolution 306 78 

[3] Miyake T., Aihara N., Yokoi H. (2020) “Relationship between interspecific pollen transfer and pistil length in 

sympatric congeners, Clerodendrum trichotomum and C. izuinsulare“ Plant Species Biology 35 315-321 

RS-02 

[4] 井原彩笑・石崎大介・向井貴彦 (2020)ミトコンドリアDNA の系統判別による岐阜県の河川・ダム湖

への琵琶湖産ウグイの侵入状況.魚類学雑誌, 67: 159-170 

[5] 鳥居亮一・谷口義則・浅香智也・大井章豊・向井貴彦・今井洸貴・各務佑紀(2020)佐布里ダム調整池排

水後の流末水路（信濃川）における水生生物相の変化．碧南海浜水族館年報 32: 24-27 

MD-02 

[6] Tachi J., Tokuda H., Onuma T., Yamaguchi S., Kim W., Hioki T., Matsushima-Nishiwaki R., Tanabe K., Kozawa 

O., Iida H. (2020) “Duloxetine strengthens osteoblast activation by prostaglandin E1: Upregulation of p38 MAP 

kinase“ Prostaglandins and Other Lipid Mediators 151 106481 

[7] Hioki T., Kawabata T., Sakai G., Fujita K., Kuroyanagi G., Matsushima-Nishiwaki R., Kim W., Otsuka T., Iida 

H., Tokuda H., Kozawa O. (2020) “Resveratrol suppresses insulin-like growth factor I-induced osteoblast 

migration: attenuation of the p44/p42 MAP kinase pathway“ Bioscience, Biotechnology and Biochemistry 84 

2428-2439 

[8] Kawabata T., Tokuda H., Kuroyanagi G., Fujita K., Sakai G., Kim W., Matsushima-Nishiwaki R., Iida H., Yata 

K.-I., Wang S., Mizoguchi A., Otsuka T., Kozawa O. (2020) “Incretin accelerates platelet-derived growth factor-

BB-induced osteoblast migration via protein kinase A: The upregulation of p38 MAP kinase“ Scientific Reports 

10 2341 

[9] Nakashima D., Onuma T., Tanabe K., Kito Y., Uematsu K., Mizutani D., Enomoto Y., Tsujimoto M., Doi T., 

Matsushima-Nishiwaki R., Tokuda H., Ogura S., Iwama T., Kozawa O., Iida H. (2020) “Synergistic effect of 

collagen and CXCL12 in the low doses on human platelet activation“ PLoS ONE 15  e0241139 

49



[10] Kim W., Tanabe K., Kuroyanagi G., Matsushima-Nishiwaki R., Fujita K., Kawabata T., Sakai G., Tachi J., Hioki 

T., Nakashima D., Yamaguchi S., Otsuka T., Tokuda H., Kozawa O., Iida H. (2020) “Tramadol enhances PGF2α-

stimulated osteoprotegerin synthesis in osteoblasts“ Heliyon 6  e04779 

[11] Mizutani D., Onuma T., Tanabe K., Kojima A., Uematsu K., Nakashima D., Doi T., Enomoto Y., Matsushima-

Nishiwaki R., Tokuda H., Ogura S., Iida H., Kozawa O., Iwama T. (2020) “Olive polyphenol reduces the collagen-

elicited release of phosphorylated HSP27 from human platelets“ Bioscience, Biotechnology and Biochemistry 84 

536-543 

[12] Tokuda H., Kusunose M., Senda K., Kojima K., Onuma T., Kojima A., Mizutani D., Enomoto Y., Iwama T., Iida 

H., Kozawa O. (2020) “The release of phosphorylated-HSP27 from activated platelets of obstructive sleep apnea 

syndrome (OSAS) patients“ Respiratory Investigation 58 117-127 

[13] Kawaguchi M., Iida H., Tanaka S., Fukuoka N., Hayashi H., Izumi S., Yoshitani K., Kakinohana M., The MEP 

Monitoring Guideline Working Group of the Safety Committee of the Japanese Society of Anesthesiologists (JSA) 

(2020) “A practical guide for anesthetic management during intraoperative motor evoked potential 

monitoring“ Journal of Anesthesia 34 5-28 

[14] Tanabe K., Takashima S., Iida H. (2020) “Changes in the gene expression in mouse astrocytes induced by pulsed 

radiofrequency: A preliminary study“ Neuroscience Letters  135536 

[15] Onuma T., Iida M., Kito Y., Tanabe K., Kojima A., Nagase K., Uematsu K., Enomoto Y., Doi T., Tokuda H., 

Ogura S., Iwama T., Kozawa O., Iida H. (2020) “Cigarette smoking cessation temporarily enhances the release of 

phosphorylated-HSP27 from human platelets“ Internal Medicine 59 1841-1847 

[16] Hioki T., Tokuda H., Nakashima D., Fujita K., Kawabata T., Sakai G., Kim W., Tachi J., Tanabe K., Matsushima-

Nishiwaki R., Otsuka T., Iida H., Kozawa O. (2020) “HSP90 inhibitors strengthen extracellular ATP-stimulated 

synthesis of interleukin-6 in osteoblasts: Amplification of p38 MAP kinase“ Cell Biochemistry and Function 

MD-05 

[17] Suzuki K., Okada H., Takemura G., Takada C., Tomita H., Yano H., Muraki I., Zaikokuji R., Kuroda A., Fukuda 

H., Nishio A., Takashima S., Suzuki A., Miyazaki N., Fukuta T., Yamada N., Watanabe T., Doi T., Yoshida T., 

Kumada K., Ushikoshi H., Yoshida S., Ogura S. (2020) “Recombinant thrombomodulin protects against LPS-

induced acute respiratory distress syndrome via preservation of pulmonary endothelial glycocalyx“ British Journal 

of Pharmacology 177 4021-4033 

[18] Fukuta T., Okada H., Takemura G., Suzuki K., Takada C., Tomita H., Suzuki A., Oda K., Uchida A., Matsuo S., 

Fukuda H., Yano H., Muraki I., Zaikokuji R., Kuroda A., Nishio A., Sampei S., Miyazaki N., Hotta Y., Yamada 

N., Watanabe T., Morishita K., Doi T., Yoshida T., Ushikoshi H., Yoshida S., Maekawa Y., Ogura S. (2020) 

“Neutrophil Elastase Inhibition Ameliorates Endotoxin-induced Myocardial Injury Accompanying Degradation of 

Cardiac Capillary Glycocalyx“ Shock (Augusta, Ga.) 54 386-393 

MD-06 
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[19] Kaga T., Kato H., Hatano Y., Kawaguchi M., Furui T., Morishige K.-I., Matsuo M. (2020) “Can MRI features 

differentiate ovarian mucinous carcinoma from mucinous borderline tumor?“ European Journal of Radiology 132 

109281 

[20] Miwa T., Hatano Y., Kochi T., Aiba M., Toda K., Goto H., Nakamura N., Katsumura N., Imai K., Shimizu M. 

(2020) “Spur cell anemia related to alcoholic liver cirrhosis managed without liver transplantation: a case report 

and literature review“ Clinical Journal of Gastroenterology 13 882-890 

[21] Hara A., Niwa M., Kanayama T., Noguchi K., Niwa A., Matsuo M., Kuroda T., Hatano Y., Okada H., Tomita H. 

(2020) “Galectin-3: A potential prognostic and diagnostic marker for heart disease and detection of early stage 

pathology“ Biomolecules 10 1-18 

[22] Matsuo M., Hatano Y., Imaizumi Y., Kuroda T., Arai T., Tomita H., Matsuhashi N., Yoshida K., Hara A. (2020) 

“Metastatic colon cancer of the small intestine diagnosed using genetic analysis: A case report“ Diagnostic 

Pathology 15 106 

[23] Kawaguchi M., Kato H., Hatano Y., Tomita H., Hara A., Suzui N., Miyazaki T., Furui T., Morishige K.-I., Matsuo 

M. (2020) “MR imaging findings of low-grade serous carcinoma of the ovary: comparison with serous borderline 

tumor“ Japanese Journal of Radiology 38 782-789 

[24] Ishida K., Tomita H., Kanayama T., Noguchi K., Niwa A., Kawaguchi M., Miyai M., Matsuo M., Imaizumi Y., 

Kato K., Hatano Y., Hirata A., Okada H., Shibata T., Hara A. (2020) “Specific Deletion of p16INK4a with 

Retention of p19ARF Enhances the Development of Invasive Oral Squamous Cell Carcinoma“ American Journal 

of Pathology 190 1332-1342 

[25] Hatano Y., Tamada M., Matsuo M., Hara A. (2020) “Molecular Trajectory of BRCA1 and BRCA2 

Mutations“ Frontiers in Oncology 10 361 

[26] Hara A., Niwa M., Noguchi K., Kanayama T., Niwa A., Matsuo M., Hatano Y., Tomita H. (2020) “Galectin-3 as 

a next-generation biomarker for detecting early stage of various diseases“ Biomolecules 10 389 

[27] Kawaguchi M., Kato H., Hatano Y., Tomita H., Hara A., Miyazaki T., Matsuo M. (2020) “Magnetic resonance 

imaging findings of extrauterine high-grade serous carcinoma based on new pathologic criteria for primary site 

assignment“ Acta Radiologica 

MD-09 

[28] Otsu Y., Namekawa M., Toriyabe M., Ninomiya I., Hatakeyama M., Uemura M., Onodera O., Shimohata T., 

Kanazawa M. (2020) “Strategies to prevent hemorrhagic transformation after reperfusion therapies for acute 

ischemic stroke: A literature review“ Journal of the Neurological Sciences 419 117217 

[29] Yamakawa M., Mukaino A., Kimura A., Nagasako Y., Kitazaki Y., Maeda Y., Higuchi O., Takamatsu K., Watari 

M., Yoshikura N., Ikawa M., Sugimoto I., Sakurai Y., Matsuo H., Ando Y., Shimohata T., Nakane S. (2020) 

“Antibodies to the α3 subunit of the ganglionic-type nicotinic acetylcholine receptors in patients with autoimmune 

encephalitis“ Journal of Neuroimmunology 349 577399 
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[30] Kudo T., Kimura A., Higashida K., Yamada M., Hayashi Y., Shimohata T. (2020) “Autoimmune glial fibrillary 

acidic protein astrocytopathy presenting with slowly progressive myelitis and longitudinally extensive spinal cord 

lesions“ Internal Medicine 59 2777-2781 

[31] Nishida S., Hayashi Y., Hirai K., Takekoshi A., Yamada Y., Kobayashi R., Shimizu S., Niwa T., Hayashi H., 

Shimohata T., Sugiyama T., Suzuki A. (2020) “Effect of therapeutic plasma exchange on phenytoin plasma 

concentration in patients receiving intravenous fosphenytoin therapy“ Pharmazie 75 488-490 

[32] Kato S., Hayashi Y., Kimura A., Shimohata T. (2020) “Sagging eye syndrome: A differential diagnosis for 

diplopia“ Internal Medicine 59 2437 

[33] Hatakeyama M., Ninomiya I., Otsu Y., Omae K., Kimura Y., Onodera O., Fukushima M., Shimohata T., Kanazawa 

M. (2020) “Cell therapies under clinical trials and polarized cell therapies in pre-clinical studies to treat ischemic 

stroke and neurological diseases: A literature review“ International Journal of Molecular Sciences 21 1-15 

[34] Hayashi M., Sahashi Y., Baba Y., Okura H., Shimohata T. (2020) “COVID-19-associated mild 

encephalitis/encephalopathy with a reversible splenial lesion“ Journal of the Neurological Sciences 415 116941 

[35] Fuseya K., Kimura A., Yoshikura N., Yamada M., Hayashi Y., Shimohata T. (2020) “Corticobasal Syndrome in a 

Patient with Anti-IgLON5 Antibodies“ Movement Disorders Clinical Practice 7 557-559 

[36] Ono Y., Yoshikura N., Takekoshi A., Ohe N., Hayashi H., Yamada M., Hayashi Y., Kimura A., Shimohata T. 

(2020) “Brain abscess presenting as prolonged headache in a patient with amyotrophic lateral sclerosis under 

mechanical ventilation“ Internal Medicine 59 581-583 

[37] Kubota K., Kawai H., Takashima S., Shimohata T., Otsuki M., Ohnishi H., Shimozawa N. (2020) “Clinical 

evaluation of childhood cerebral adrenoleukodystrophy with balint's symptoms“ Brain and Development 

[38] Kunieda K., Hayashi Y., Yamada M., Waza M., Yaguchi T., Fujishima I., Shimohata T. (2020) “Serial evaluation 

of swallowing function in a long-term survivor of V180I genetic Creutzfeldt-Jakob disease“ Prion 14 180-184 

[39] Matsubayashi T., Akaza M., Hayashi Y., Hamaguchi T., Yamada M., Shimohata T., Yokota T., Sanjo N. (2020) 

“Focal sharp waves are a specific early-stage marker of the MM2-cortical form of sporadic Creutzfeldt-Jakob 

disease“ Prion 14 207-213 

[40] Hayashi Y., Iwasaki Y., Yoshikura N., Yamada M., Kimura A., Inuzuka T., Miyahara H., Goto Y., Nishino I., 

Yoshida M., Shimohata T. (2020) “Clinicopathological findings of a mitochondrial encephalopathy, lactic acidosis, 

and stroke-like episodes/Leigh syndrome overlap patient with a novel m.3482A>G mutation in MT-

ND1“ Neuropathology 

[41] Hayashi Y., Iwasaki Y., Waza M., Kato S., Akagi A., Kimura A., Inuzuka T., Satoh K., Kitamoto T., Yoshida M., 

Shimohata T. (2020) “Clinicopathological findings of a long-term survivor of V180I genetic Creutzfeldt-Jakob 

disease“ Prion 14 109-117 

MD-11 

[42] Shimamori Y., Mitsunaka S., Yamashita H., Suzuki T., Kitao T., Kubori T., Nagai H., Takeda S., Ando H. (2020) 

“Staphylococcal Phage in Combination with Staphylococcus Epidermidis as a Potential Treatment for 

Staphylococcus Aureus-Associated Atopic Dermatitis and Suppressor of Phage-Resistant Mutants“ Viruses13(1):7 
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MD-15 

[43] Imai K., Takai K., Miwa T., Taguchi D., Hanai T., Suetsugu A., Shiraki M., Shimizu M. (2020) “Rapid depletion 

of subcutaneous adipose tissue during sorafenib treatment predicts poor survival in patients with hepatocellular 

carcinoma“ Cancers 12 1-10 

[44] Imai K., Takai K., Hanai T., Suetsugu A., Shiraki M., Shimizu M. (2020) “Sustained virological response by direct-

acting antivirals reduces the recurrence risk of hepatitis C-related hepatocellular carcinoma after curative 

treatment“ Molecular and Clinical Oncology 12 111-116 

[45] Sakai H., Miwa T., Ikoma Y., Hanai T., Nakamura N., Imai K., Kitagawa J., Shirakami Y., Kanemura N., Suetsugu 

A., Takai K., Shiraki M., Shimizu M. (2020) “Development of diffuse large b-cell lymphoma after sofosbuvir-

ledipasvir treatment for chronihepatitis c: A case report and literature review“ Molecular and Clinical Oncology 13 

1-6 

MD-22 

[46] Horie K., Kawakami K., Fujita Y., Matsuda Y., Arai T., Suzui N., Miyazaki T., Koie T., Mizutani K., Ito M. (2020) 

“Serum Exosomal Gamma-Glutamyltransferase Activity Increased in Patients with Renal Cell Carcinoma with 

Advanced Clinicopathological Features“ Oncology (Switzerland) 98 734-742 

[47] Kato T., Mizutani K., Kawakami K., Fujita Y., Ehara H., Ito M. (2020) “CD44v8-10 mRNA contained in serum 

exosomes as a diagnostic marker for docetaxel resistance in prostate cancer patients“ Heliyon 6  e04138 

MD-29 

[48] Taguchi K., Kajita K., Kitada Y., Fuwa M., Asano M., Ikeda T., Kajita T., Ishizuka T., Kojima I., Morita H. (2020) 

“Role of small proliferative adipocytes: Possible beige cell progenitors“ Journal of Endocrinology 245 65-78 
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syndrome“ Internal Medicine 59 1093-1097 
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[50] Motohashi T., Kawamura N., Watanabe N., Kitagawa D., Goshima N., Kunisada T. (2020) “Sox10 Functions as 

an Inducer of the Direct Conversion of Keratinocytes into Neural Crest Cells“ Stem Cells and Development 29 
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53



Hashimoto R., Hashimoto H., Nakazawa T. (2020) “Pathogenic POGZ mutation causes impaired cortical 
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(５) 令和元年度外部資金貢献実績 

登録番号 氏名 研究種目など 研究課題名 

MD-06 富田弘之 基盤研究(C) 
癌の増殖・浸潤・転移におけるグリコカリックスの機能的な役
割の解明 
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MD-09 下畑享良 
日本医療研究開発機構 難治

性疾患実用化研究事業（研

究開発分担者） 

自己免疫性小脳失調症の自然歴・治療効果、自己抗体測定指針

策定 

MD-11 安藤弘樹 基盤研究(B) ファージの単離を経ない次世代ファージバイオロジクスの創出 

MD-19 秋山治彦 基盤研究(B) 
骨格発生及び骨軟骨疾患における好気性・嫌気性ATP生合成の
関与に関する解析 

MD-20 中川敏幸 基盤研究(C) 小胞体ストレス制御に基づく認知症発症遅延法の開発 

MD-20 中川敏幸 
農林水産省受託研究「知」

の集積と活用の場による研

究開発モデル事業 

脳機能改善作用を有する機能性食品開発 

MD-22 伊藤雅史 基盤研究(C) エクソソームを利用したアルツハイマー病の新規診断法の開発 

MD-34 大西紘太郎 若手研究 
癌の進展と one carbon metabolismを介したエピゲノム変化の関
連 

MD-43 梅原隼人 
日本学術振興会・科研費 

基盤研究(C) 
摂食リズムの制御メカニズムの解明 

MD-46 竹内保 基盤研究(C) 
メタボリック状態下でのクロマチン再構成因子異常のもたらす
癌進行メカニズム 

MD-48 手塚健一 
東海広域５大学ベンチャー

起業支援 

スタートアップ準備資金 

ヒト歯髄細胞の利用拡大を目指した流通・製造管理システムの
構築 

MD-48 
手塚健一 
上岡寛 

科学研究費助成事業 挑
戦的研究（萌芽） 

乳歯歯髄細胞を用いたHLAゲノム改変 iPS細胞ストックの構築 

MD-48 川口知子 基盤研究(C) 
HLAハプロタイプホモ歯髄由来エクソソームの炎症性疾患への
応用 

MD-51 前川洋一 基盤研究(B) 抗マラリア薬作用機序における宿主免疫機構の役割の解明 

MD-56 千田隆夫 基盤研究(C) 
APC 蛋白質の多角的解析-細胞内局在・上皮機能・神経機能から
臓器発生まで- 

MD-58 飯塚勝美 基盤研究(C) 
グルコース活性化転写因子による酢酸代謝調節機構の解明と肥
満予防への展開 

MD-58 飯塚勝美 大正製薬共同研究 
高齢肥満糖尿病状態におけるルセオグリフロジン＋ロイシン併
用療法 による骨格筋維持効果 

MD-58 飯塚勝美 
ヤクルトバイオサイエンス

研究財団 第 30 回一般研究

助成金 

臓器特異的ChREBPノックアウトマウスを用いた酢酸代謝と腸
内細菌叢のクロストークの探索 

MD-60 岡田英志 基盤研究(B) 
間質液排泄機構にかかわる血管内皮グリコカリックスの機能解
析 

MD-63 永井宏樹 基盤研究(B) Tn-seqを活用したレジオネラ病原性研究の新展開 

MD-63 永井宏樹 
新学術領域研究（研究領
域提案型） 

アメーバをめぐるポストコッホ微生物生態学 

EG-05 船曳一正 基盤研究(C) 従来未利用な赤外光で発電する透明太陽電池の高性能化 

EG-07 柴田綾 基盤研究(C) miRNA の生細胞内検出を指向した化学反応プローブの開発 

EG-07 池田将 
2020 年度物質・デバイス領

域共同研究拠点 共同研究課

題 

ペプチド誘導体からなる超分子ナノ構造体の形態に及ぼす水の
影響の解明 

EG-07 池田将 
公益財団法人 コーセーコ

スメトロジー研究財団コス
刺激応答性DNAナノ構造体の構築 
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メトロジー研究助成 

EG-07 池田将 
鈴木謙三記念医科学応用
研究財団 

がんを感知しTurn-ON型に機能発現する人工機能化核酸の開発 

EG-15 纐纈守 
国際共同研究加速基金（国

際共同研究強化(B)） 
肺炎制御のための新素材開発研究 

EG-17 岡夏央 
立松財団 2020 年度 第 29

回 研究助成（一般研究助

成） 

マラリア診断のための高感度センサデバイスの開発 

EG-17 岡夏央 
内藤記念科学奨励金・研
究助成 

シアノ基を介する核酸のポスト修飾法の開発 

EG-17 岡夏央 
岐阜大学「地域展開ビジョ

ン 2030」アクセラレーショ

ン事業 

mRNAワクチンへの応用を志向した化学修飾ヌクレオシド三リ
ン酸の開発 

EG-17 岡夏央 
シーシーアイ株式会社研究

助成プログラム 
バイオフィルムの付着を抑制する糖複合体の開発 

EG-21 大橋憲太郎 挑戦的研究（萌芽） 
脳老化に関わる小胞体選択的オートファジー基質の探索と神経
老化制御への応用 

EG-21 大橋憲太郎 基盤研究(B) 
ゴルジ体ストレスシグナルに着目した新たな老年病発症メカニ
ズムの解析 

EG-22 竹森洋 基盤研究(C) 白色メラノソームを利用する薬物送達システムの開発 

EG-22 竹森洋 
JSPS二国間交流事業共
同研究 

絶滅危惧植物ヌマダイコンを応用した肺炎(COPD) 緩和素材
の開発 

EG-22 竹森洋 A-Step トライアウト 
薬物送達システム効率評価のための分泌小胞ライブイメージン
グ剤の開発 

EG-22 竹森洋 
中谷医工計測技術振興財
団 

新規分泌小胞ライブイメージング剤の開発 

EG-22 竹森洋 牛乳乳製品健康科学 
エクソソームの簡便定量法による乳製品の新規機能及び規格の
構築 

EG-22 濱本明恵 若手研究 
摂食障害に着目したエピジェネティクス制御とGPCRの相関関
係 

AG-02 岩澤敦 基盤研究(C) ニワトリ胚の血糖値調節における卵黄嚢の役割 

AG-04 島田昌也 
日本学術振興会 
科研費基盤C 

食事因子による単純性脂肪肝のエピジェネティック情報制御に
関する基盤的研究 

AG-04 島田昌也 
公益財団法人食生活研究
会 

炎症性サイトカイン IL17ファミリーを媒介する糖質誘導性単純
性脂肪肝の新規発症・進展機構解明 

AG-04 島田昌也 
公益財団法人エリザベス・

アーノルド富士財団 

糖質誘導性脂肪肝に対する難消化性デンプンおよび短鎖脂肪酸
の予防効果とその評価 

AG-07 落合正樹 若手研究 バラ交雑集団を用いた花序の分枝性の遺伝解析 

AG-10 中川寅 

一般財団法人血圧とホルモ

ン科学協会 

令和２年度レニン関連研究

助成金 

（プロ）レニン受容体欠損マウス胎児脳由来初代神経幹細胞の
増殖と分化 

AG-10 橋本美涼 
日本学術振興会 
科研費 若手研究 

小脳発達を駆動するアルギニンメチル化基質の同定・機能解析 

AG-10 橋本美涼 
公益財団法人 稲盛財団  稲

盛研究助成 

メチル化修飾分子の同定による中枢神経ミエリン形成メカニズ
ムの解明 

AG-11 小山博之 基盤研究(B) 
多面的な環境耐性を制御する STOP1 転写制御系と進化の分子的
理解に関する研究 

AG-13 中川智行 基盤研究(B) 
C1 微生物のレアアース依存型細胞機能を活用した新奇な作物生
育促進技術の開発 
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AG-15 長岡利 基盤研究(A) 
食品タンパク質由来の脂質代謝改善ペプチドの本質的理解と革
新的応用に関する基盤研究 

AG-16 城ヶ原貴通 
環境再生保全機構 

令和 2 年度環境研究総合推

進費 

侵略的外来哺乳類の防除政策決定プロセスのための対策技術の
高度化 

AG-17 前田貞俊 基盤研究(B) 
ケモカイン受容体を標的とした犬の皮膚T 細胞リンパ腫に対す
る革新的治療法の開発 

AG-24 志水泰武 挑戦的研究(萌芽) 
冬眠動物の特性を医療応用するための人工冬眠誘発に関する研
究 

AG-24 志水泰武 基盤研究(B) 
中枢神経による大腸運動制御機構と排便異常に認められる性差
のメカニズム解明 

AG-32 酒井洋樹 基盤研究(C) 
犬の腫瘍における抗酸化酵素ペルオキシレドキシンの役割の解
明 

AG-32 酒井洋樹 基盤研究(C) 
イヌの新規遺伝性腫瘍の証明とその診断、治療および発生制御
に向けた研究 

AG-33 中川敬介 若手研究 
生ワクチン開発を目指した牛コロナウイルス感染マウスモデル
の樹立 

AG-36 福士秀人 基盤研究(B) 
ヘルペスウイルスによる致死性脳炎の発現機構解明および予防
法確立に向けた基礎的研究 

AG-42 伊藤直人 基盤研究(B) 
高感度の感染細胞検出系を用いた狂犬病ウイルスの末梢感染動
態の解析 

AG-44 高島康弘 挑戦的研究（萌芽） 
遺伝子ノックアウト吸虫作成技術の確立と虫卵孵化のタイミン
グを司る遺伝子の同定 

AG-44 高島康弘 基盤研究(B) 
トキソプラズマ、ネオスポラの潜伏からの活性化を司る分子メ
カニズムの解明 

AG-45 勝野那嘉子 

岐阜大学文部科学省科学技

術人材育成費補助事業「ダ

イバーシティ研究環境実現

イニシアティブ（連携

型）」 

簡単でおいしいグルテンフリー米粉パンの開発―岐大パンの完
成に向けて― 

AG-65 浅井鉄夫 基盤研究(A) 
ゲノム解析と数理解析を用いた動物の社会生活による薬剤耐性
菌の環境汚染の解析 

AG-67 松原陽一 基盤研究(C) 
シソ科植物の混植による植物生長促進機構解明及び新規植物成
長改善法への応用 

AG-72 清水将文 基盤研究(B) 
有用根圏細菌処理により植物に誘導される青枯病菌排除現象の
分子機構解明 

AG-77 
Md. Matiur 
Rahman 

公益財団法人日本科学協

会・笹川科学研究助成 

牛乳細胞外小胞を用いた牛白血病の新しいモニタリング法の開
発 

AG-77 
Yassien Ahmed 
Yassien Badr 

公益財団法人日本科学協

会・笹川科学研究助成 

新しい診断技術開発による海洋哺乳類パラポックスウイルス感
染症の疫学調査 

AG-77 清水薫 
エスペック株式会社・公益

信託「エスペック地球環境

研究・技術基金」 

地球温暖化による非吸血節足動物の生息域拡大と動物ウイルス
の環境汚染に関する研究 

AG-77 鈴木正嗣 
北海道大学人獣共通感染症

リサーチセンター特定共同

研究 

難治性人獣共通感染症の診断・予防・治療法の開発 

AG-77 猪島康雄 
農研機構受託研究・抗菌剤

に頼らない常在疾病防除技

術の開発 

乳中に現れるBLV伝播リスクバイオマーカーの同定 

AG-77 猪島康雄 

令和 2 年度岐阜大学若手・

中研研究者海外研修プログ

ラム（国際共同研究促進経

費） 

日本に侵入が危惧される動物ポックスウイルスの発生国との国
際共同研究 

AG-77 猪島康雄 
岐阜大学イノベーション創

出環境強化公募事業・SDGs

畜産業の省力化を目指した、新しい家畜の健康管理技術の開発
研究 
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及び東海地域の諸課題の特

定とその解決に向けた基礎

研究支援事業 

AG-80 大西健夫 基盤研究(B) 
土壌における酸化還元反応の直接的制御は可能か？‐その可能
性と限界を探る‐ 

AG-85 稲垣瑞穂 
科学研究費補助金・基盤
研究C（継続） 

ミルクを用いた乳幼児のための感染症予防素材の創出 

DM-02 平島一輝 若手研究 
miR-143-ナノ脂質抱合粒子を用いたKRAS変異多発性骨髄腫治
療法の開発 

HA-01 鈴木健一 
科学技術振興機構
CREST 

高精度1分子観察によるエクソソーム膜動態の解明 

HA-01 鈴木健一 挑戦的研究（萌芽） 
形質膜内層の微小ドメイン動態：超解像顕微鏡法および 1 分子
イメージングによる解明 

HA-01 鈴木健一 基盤研究(B) 
糖脂質による受容体活性制御機構の高精度 1分子観察による解
明 

HA-01 木塚康彦 基盤研究(B) 
糖鎖の分岐形成によるがん・アルツハイマー病の悪性化メカニ
ズム 

HA-01 木塚康彦 
AMED 糖鎖利用による
革新的創薬技術開発事業 

糖鎖の超高感度検出を目的とした新規糖アナログの開発 

HA-01 木塚康彦 
加藤記念バイオサイエン
ス振興財団 加藤記念研
究助成 

バイセクト糖鎖による神経タンパク質の分解制御の機構解明 

LS-02 須賀晴久 

農林水産省委託プロジェク

ト研究国産農産物中のかび

毒及びかび毒類縁体の動態

解明並びに汚染の防止及び

低減に関する研究 

DNA ストリップによる麦類赤かび病菌のトリコテセン毒素型簡
易判定法の開発 

LS-03 下澤伸行 基盤研究(B) 
マルチオミックス解析にて大脳型発症予測法を開発し副腎白質
ジストロフィーを克服する 

LS-03 下澤伸行 
厚生労働科学研究費補助金

（難治性疾患克服研究事

業）（分担） 

ライソゾーム病、ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロフィ
―を含む）における良質かつ適切な医療の実現に向けた体制の
構築とその実装に関する研究 

LS-03 下澤伸行 
日本医療研究開発機構 難治

性疾患実用化研究事業（分

担） 

疾患特異的 iPS細胞とモデルマウスを用いたAicardi-Goutieres
症候群の中枢神経系炎症病態解明と治療薬開発・発症前診断の
基盤構築 

LS-03 下澤伸行 
日本医療研究開発機構 成育

疾患克服等総合研究事業

（分担研究者） 

新生児マススクリーニング対象拡充のための疾患選定基準の確
立 

LS-05 堀井有希 研究活動スタート支援 
冬眠様選択的スプライシング調節による低温ショックタンパク
質の機能の解明 

LS-07 犬塚俊康 
科学研究費補助金・基盤研

究C 

天然長鎖ポリオール化合物の利活用・機能解明のための化合物
同定 

LS-07 犬塚俊康 
越山科学技術振興財団・越

山科学技術振興財団研究助

成 

抗腫瘍作用を示す新規化合物スクモニンの利活用に向けた全合
成研究 

LS-09 高島茂雄 基盤研究(C) 
疾患モデルを用いたペルオキシソーム形成異常症発症因子の特
定 
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(６) ゲノム研究分野教員の教育研究活動等 

 

① 教育活動 

大学院連合創薬医療情報研究科（下澤） 

  代謝病態制御学特論 

 

医学部（下澤） 

 テュトーリアル「成育」コース小児病態学「遺伝性小児神経筋疾患」２時間 

 

医学部テュトーリアル選択配属（高島、下澤） 

  ２名、10週間 

 

大学院連合農学研究科（須賀） 

主・副指導教員 

 

大学院自然科学技術研究科（須賀） 

分子植物病学特論1単位 

主・副指導教員 

 

応用生物科学部（須賀） 

応用植物科学実験実習 I 2 単位 11 人で分担 

植物病理学 2 単位 2 人で分担(8 回講義分) 

微生物学 2単位 2 人で分担(8 回講義分) 

卒業研究 6単位 

 

医学部（高島） 

 テュトーリアル「成育」コース小児病態学 「発生遺伝学」2 時間 

 

② 研究活動  

＜学術論文＞ 

（英文著書） 

英文原著） 

1. Imanaka T., Shimozawa N. Peroxisomes: Biogenesis, Function, and Role in Human Disease. Springer. 2020 

（英文原著） 

2. Matsuda Y, Morino H, Miyamoto R, Kurashige T, Kume K, Mizuno N, Kanaya Y, Tada Y, Ohsawa R, Yokota K, 

Shimozawa N, Maruyama H, Kawakami H. Biallelic mutation of HSD17B4 induces middle age-onset 

spinocerebellar ataxia. Neurol Genet. 16;6:e396. 2020.  

3. Hiraide T, Kubota K, Kono Y, Watanabe S, Matsubayashi T, Nakashima M, Kaname T, Fukao T, Shimozawa N, 

Ogata T, Saitsu H. POLR3A variants in striatal involvement without diffuse hypomyelination. Brain Dev 42(4):363-
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368. 2020.  

4. Tanaka H, Amano N, Tanaka K, Katsuki T, Adachi T, Shimozawa N, Kawai T. A 29-year-old patient with 

adrenoleukodystrophy presenting with Addison’s disease. Endocr J. 67(6): 655-658. 2020. 

5. Hama K, Fujiwara Y, Takashima S, Hayashi Y, Yamashita A, Shimozawa N, Yokoyama K. Hexacosenoyl-CoA is 

the most abundant very long-chain acyl-CoA in ATP-binding cassette transporter D1-deficient cells. J Lipid Res pii: 

jlr.P119000325. 2020.  

6. Obara K., Abe E., Shimozawa N., Toyoshima I. A case of female adrenoleukodystrophy carrier with insidious 

neurogenic bladder“ Journal of General and Family Medicine 21 146-147. 2020 

7. Bao W., Nagasaka T., Inagaki S., Tatebayashi S., Imazaki I., Fuji S.-I., Tsuge T., Shimizu M., Kageyama K., Suga H. 

“A single gene transfer of gibberellin biosynthesis gene cluster increases gibberellin production in a Fusarium 

fujikuroi strain with gibberellin low producibility“ Plant Pathology 69 901-910. 2020. 

8. Yosilia R., Morishima M., Hieno A., Suga H., Kageyama K. “ First report of stem rot on hydrangea caused by 

Phytophthora hedraiandra in Japan“ Journal of General Plant Pathology 86 507-512. 2020 

9. Hieno A., Li M., Afandi A., Otsubo K., Suga H., Kageyama K. (2020) “Detection of the genus phytophthora and the 

species phytophthora nicotianae by LAMP with a Qprobe “ Plant Disease 104 2469-2480 

10. Elsharkawy M.M., Suga H., Shimizu M. “Systemic resistance induced by Phoma sp. GS8-3 and nanosilica against 

Cucumber mosaic virus“ Environmental Science and Pollution Research 27 19029-19037. 2020. 

11. Fu H.-Z., Marian M., Enomoto T., Suga H., Shimizu M. “Potential use of L-arabinose for the control of tomato 

bacterial wilt“ Microbes and Environments 35 1-9. 2020. 

12. Fu H.-Z., Marian M., Enomoto T., Hieno A., Ina H., Suga H., Shimizu M. “Biocontrol of tomato bacterial wilt by 

foliar spray application of a novel strain of endophytic bacillus sp.“ Microbes and Environments 35 1-11. 2020. 

13. Tanabe K, Takashima S, Iida S. Changes in the gene expression in mouse astrocytes induced by pulsed 

radiofrequency: A preliminary study. Neuroscience letters 135536 - 135536 2020. 

14. Ishikawa H, Rahman MM, Yamauchi M, Takashima S, Wakihara Y, Kamatari Y, Shimizu K, Okada A, Inoshima Y. 

mRNA Profile in Milk Extracellular Vesicles from Bovine Leukemia Virus-Infected Cattle. Viruses 12(6) 2020. 

15. Suzuki K, Okada H, Takemura G, Takada C, Tomita H, Yano H, Muraki I, Zaikokuji R, Kuroda A, Fukuda H, 

Nishio A, Takashima S, Suzuki A, Miyazaki N, Fukuta T, Yamada N, Watanabe T, Doi T, Yoshida T, Kumada K, 

Ushikoshi H, Yoshida S, Ogura S. Recombinant thrombomodulin protects against LPS-induced acute respiratory 

distress syndrome via preservation of pulmonary endothelial glycocalyx. British journal of pharmacology 2020. 

16. Hamamoto A, Isogai R, Maeda M, Hayazaki M, Horiyama E, Takashima S, Koketsu M, Takemori H. The High 

Content of Ent-11α-hydroxy-15-oxo-kaur- 16-en-19-oic Acid in Adenostemma lavenia (L.) O. Kuntze Leaf Extract: 

With Preliminary in Vivo Assays. Foods (Basel, Switzerland) 9(1), 2020.  

17. Takashima S., Toyoshi K., Yamamoto T., Shimozawa N. Positional determination of the carbon–carbon double 

86



bonds in unsaturated fatty acids mediated by solvent plasmatization using LC–MS. Scientific Reports 10. 12988. 

2020. 

 

（和文原著） 

1. 川合裕規、久保田一生、下澤伸行：高次脳機能障害で発症した小児大脳型副腎白質ジストロフィーの早期

診断のための臨床学的検討. 小児の精神と神経 61 (1) 35-41, 2021 年 4 月 

 

（和文総説） 

1. 高島茂雄、下澤伸行：ペルオキシソーム病. 生体の科学 増大特集「難病研究の進歩」71(5): 412-413, 2020

年 10 月 

2. 下澤伸行：副腎白質ジストロフィー. 小児科臨床 特集 診断・治療可能な遺伝性疾患を見逃さないために

73 (5) 726-730. 2020 年 5 月 

3. 下澤伸行：副腎白質ジストロフィー（副腎白質ジストロフィー（ALD）診療ガイドライン 2019）. 小児科

61 臨時増刊号、小児診療ガイドラインのダイジェスト解説＆プログレス 649-654. 2020 年 4 月 

 

＜学会発表＞ 

（招待講演・シンポジウム） 

1. 下澤伸行. 副腎白質ジストロフィーをどうやってより早期に診断するか実践教育セミナー「先天代謝異常

症をどうやって診断するか」第 62 回日本小児神経学会学術集会 2020.8.17 WEB 開催 

2. 下澤伸行. 副腎白質ジストロフィー（ALD）克服への課題. 第 93 回日本生化学会大会 シンポジウム 

「ペルオキシソーム病研究の最前線」2020.9.16 WEB 開催 

3. 下澤伸行. X連鎖性遺伝形式をとる副腎白質ジストロフィーの新生児マススクリーニング導入に向けての

問題点. シンポジウム４「わが国での新規対象疾患の選定基準を策定する上での論点について考える」第

47 回日本マススクリーニング学会 2020.9.26 WEB 開催 

4. 下澤伸行. 副腎白質ジストロフィーの国内新生児マススクリーニング導入への課題を解決して早期導入を

目指す. 市民講座「新生児スクリーニング新規対象疾患の導入に向けて」第 47回日本マススクリーニング

学会 2020.9.26 WEB 開催 

5. 遺伝子組換えキノコ類の拡散防止措置 鈴木智大, 矢野明, 坂本裕一, 畠山晋, 石川雅樹, 西浜竜一, 須賀晴

久, 西内巧 第 43 日本分子生物学会年会 2020 年 12 月  

6. 組換えアカパンカビの拡散防止措置 畠山晋, 鈴木智大, 矢野明, 坂本裕一, 石川雅樹, 西浜竜一, 須賀晴久, 

西内巧 第 43 日本分子生物学会年会 2020 年 12月  

7. 遺伝子組換えヒメツリガネゴケの拡散防止措置 石川雅樹, 畠山晋, 西浜竜一, 坂本裕一, 須賀晴久, 鈴木智

大, 矢野明, 西内巧 第 43日本分子生物学会年会 2020年 12 月  

8. Sensitivity in Fusarium fujikuroi to three sterol demethylation inhibitors and amino acid substitution in three sterol 

demethylase cytochrome P450s. Li Fangjing, Ueno Reina, Shimizu Masafumi, Fuji Shin-ichi, Kageyama Koji, Suga 

Haruhisa 令和 2 年度日本植物病理学会関西部会 2020 年 11 月  

9. 奄美大島の河川から分離された新種の Pythium属菌 菊地陽菜, 日恵野綾香, 大坪佳代子,須賀晴久, 升屋勇

人, 景山幸二 日本菌学会第 64回大会 2020 年 6月 

10. バラ科植物に感染する Phytophthora 属菌の PCR-RFLP による簡易種同定 日恵野綾香, 李明珠, 大坪佳代

子, 須賀晴久, 景山幸二 令和 2 年度日本植物病理学会大会 2020 年 3 月  
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11. Pythium aphanidermatum によるピーマン根腐病（新称）早野敬大, 日恵野綾香, 須賀晴久, 景山幸二 令和 2

年度日本植物病理学会大会 2020 年 3 月  

12. FGSG00739遺伝子はムギ類赤かび病菌の病原性と子のう殻形成能の両方に関与する 須賀晴久, 奥村理奈, 

清水将文, 景山幸二 令和 2 年度日本植物病理学会大会 2020 年 3 月  

13. マイクロサテライトマーカーを用いたサトイモ疫病 Phytophthora colocasiae の個体群構造解析による伝染

経路の推定 景山幸二, Wenzhou Feng, 大坪佳代子, 日恵野綾香, 須賀晴久 令和 2年度日本植物病理学会大

会 2020 年 3月 

③ 社会活動  

 下澤伸行 

難病情報センター情報企画委員 

岐阜県中央子ども相談センター児童処遇専門部会委員 

NPO 法人「ALD 未来を考える会」顧問医 

一般社団法人 東海マススクリーニング推進協会理事長 

 

 

 (７) 補助金関連採択状況 

下澤伸行 

令和 2 年度 文部科学省科学研究費基盤研究(B)（研究代表者）「マルチオミックス解析にて大脳型発症予

測法を開発し副腎白質ジストロフィーを克服する」：（5,900 千円） 

令和 2 年度 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）（分担研究者）「ライソゾーム病、ペ

ルオキシソーム病（副腎白質ジストロフィ―を含む）における良質かつ適切な医療の実現に向けた体制の

構築とその実装に関する研究」：（600 千円） 

令和 2 年度日本医療研究開発機構 難治性疾患実用化研究事業（分担研究者）「疾患特異的 iPS 細胞とモデ

ルマウスを用いたAicardi-Goutieres 症候群の中枢神経系炎症病態解明と治療薬開発・発症前診断の基盤構

築」：（800 千円） 

令和 2 年度 日本医療研究開発機構 成育疾患克服等総合研究事業（分担研究者）「新生児マススクリーニ

ング対象拡充のための疾患選定基準の確立」：（250 千円） 

 

須賀晴久 

農林水産省委託プロジェクト研究 (国産農産物中のかび毒及びかび毒類縁体の動態解明並びに汚染の防止

及び低減に関する研究) (課題責任者)「DNA ストリップによる麦類赤かび病菌のトリコテセン毒素型

簡易判定法の開発」(2,064千円) 

 

高島茂雄 

令和元年‐3年度 科学研究費補助金基盤研究（C）(研究代表者) 「疾患モデルを用いたペルオキシソーム

形成異常症発症因子の特定」(1,200 千円) 

令和元年 – 令和 5 年度 科学研究費補助金基盤研究（B）(分担研究者)「ゴルジ体ストレスシグナルに着
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目した新たな老年病発症メカニズムの解析」 (500 千円) 
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(８) 新聞報道等 

1. 「県内検査、７疾患追加へ」 岐阜新聞 2020年 11月 17日付掲載（下記添付資料） 

2. 岐阜大学医学部附属病院 小児科／ゲノム研究分野 下澤伸行 

頼れるドクター名古屋・尾張・岐阜 2020-2021版 p117 ドクターズファイル 2020年 6月 
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